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第2次雲仙市総合計画策定の経緯
年　月　日 主な 策 定 経 過

平成27年 7月31日

 9月24日

 10月21日

 11月18日

 12月24日
平成28年 3月24日

 5月25日

 7月6日～7月25日
 7月28日
 8月17・18日

 10月3日～13日
 10月27日

 11月 4日
 11月24日
 12月15日

第1回　雲仙市まち・ひと・しごと創生市民懇話会
　・市民懇話会について、地方創生の取り組みについて
第2回　雲仙市まち・ひと・しごと創生市民懇話会
　・雲仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
第1回　雲仙市総合計画等審議会
※雲仙市まち・ひと・しごと創生懇話会から移行。
　・市長から雲仙市総合計画等審議会に諮問（総合戦略について）
　・雲仙市人口ビジョン、雲仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
第2回　雲仙市総合計画等審議会
　・ 雲仙市人口ビジョン（素案）、雲仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略

（素案）について
雲仙市総合計画等審議会から市長に答申（総合戦略について）
第3回　雲仙市総合計画等審議会
　・市長から雲仙市総合計画等審議会に諮問
　・総合計画策定方針（案）等について、ワークショップ
第4回　雲仙市総合計画等審議会
　・総合計画策定について
総合計画基本構想（案）に対するパブリックコメント実施
雲仙市総合計画等審議会現地視察調査
第5回　雲仙市総合計画等審議会（検討部会として開催）
　・ 総合計画基本計画（粗案）、総合戦略と総合計画の一本化について
総合計画（案）に対するパブリックコメント実施
第6回　雲仙市総合計画等審議会
　・総合計画（案）についての審議・承認
雲仙市総合計画等審議会から市長に答申
市議会へ「第2次雲仙市総合計画基本構想の策定について」を上程

「第2次雲仙市総合計画基本構想の策定について」議決
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雲仙市総合計画等審議会委員
No 氏　　名 所　属　等

1 本多　幸成 雲仙ブロッコリ－部会長

2 平田　真児 瑞穂町青年農業者
連絡協議会副会長

3 泉　　義弘 島原雲仙農業協同組合
代表理事組合長

4 竹下千代太 橘湾東部漁業協同組合
代表監事

5 本多　伸吉 小浜温泉旅館組合
組合長

6 福田　　努 雲仙旅館ホテル組合
組合長

7 楠田　喜隆 雲仙湯けむりファーム
代表取締役

8 酒井　利和 雲仙市副市長

9 深尾　典男 長崎大学副学長

10 本田　勇治 十八銀行愛野支店長

11 松浦　裕一
※H28.5.25から 親和銀行吾妻支店長

12 加来　孝行
※H28.3.31まで 親和銀行吾妻支店長

13 酒井　良実 連合長崎諫早・島原地域
協議会

14 中村　亮介
※H28.5.25から 長崎新聞社雲仙支局長

15 永野　　孝
※H28.3.31まで 長崎新聞社雲仙支局長

16 宮﨑　　健 西九州電設㈱代表取締
役　ひまわりてれび

17 齋藤　正勝 雲仙市自治会長連合会
副会長

18 西田　和枝 雲仙市PTA連合会
母親委員長

No 氏　　名 所　属　等

19 島嵜　幸惠 民生委員
（婚活支援事業主宰）

20 佐々木　裕 一般社団法人小浜温泉
エネルギー事務局長

21 藤田　優子 雲仙市保育士会会長

22 深堀　善彰
※H27.12.2から

雲仙市議会総務常任
委員会委員長

23 小田　孝明
※H27.12.2から

雲仙市議会文教厚生
常任委員会委員長

24 酒井　恭二
※H27.12.2から

雲仙市議会産業建設
常任委員会委員長

25 平野　利和
※H27.12.1まで

雲仙市議会総務常任
委員会委員長

26 元村　康一
※H27.12.1まで

雲仙市議会文教厚生
常任委員会委員長

27 小畑　吉時
※H27.12.1まで

雲仙市議会産業建設
常任委員会委員長

28 溝口　敏一 雲仙市消防団
愛野支団長

29 境川　秀生 社会福祉法人雲仙市
社会福祉協議会会長

30 馬場　惠介 一般社団法人
南高医師会会長

31 前田　晴男 瑞穂町文化協会会長

32 臼井　惠子 雲仙市スポーツ推進委員

33 宅島　壽雄 雲仙市商工会会長

34 小森　幸一 公募委員

35 松田　深雪 公募委員

順不同：敬称略
所属等は就任当時のもの
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個別計画の策定状況
個別計画の名称 計画期間 計画の概要 部局名 担当課

1
　
暮
ら
し
と
安
心

雲仙市子ども・子
育て支援事業計画

平成27年度
～

平成31年度

「子ども子育て支援法」に基づく「市町村子ども・子育て支援
事業計画」に該当するもので、雲仙市の子どもと子育て家庭を
対象として、市が今後進めていく施策の方向性、目標等を定め
たもの。

健康
福祉部

子ども
支援課

第2期雲仙市地域
福祉計画
第2期雲仙市地域
福祉活動計画

平成28年度
～

平成32年度

すべての市民が住み慣れた地域の中で安心して暮らせるよう、
市民や地域、社会福祉協議会、関係団体、市などが協働して
地域課題に取り組むという本市の地域福祉の方向性を示した
もの。

健康
福祉部 福祉課

雲仙市第4期高齢
者福祉計画

平成27年度
～

平成29年度

「老人福祉法」に基づき、雲仙市において確保すべき高齢者
福祉事業の量の目標及び、確保のための方策について定めた
もの。

健康
福祉部 福祉課

雲仙市第4期障害
福祉計画

平成27年度
～

平成29年度

「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための
法律（障害者総合支援法）」に基づく国の基本指針を踏まえ、
障害福祉サービス等の見込み量とその方策等を定めたもの。

健康
福祉部 福祉課

雲仙市第2期障害
者基本計画

平成24年度
～

平成29年度

「障害者基本法」に基づき、雲仙市の障害者施策にかかわる
理念や基本的な方針、施策の方向性を示したもの。

健康
福祉部 福祉課

第2期特定健康診
査実施計画

平成25年度
～

平成29年度

雲仙市国民健康保険に加入する被保険者に対して実施する特
定健康診査及び特定保健指導の実施方法に関する基本的な
事項、特定健康診査及び特定保健指導の実施並びにその成果
に係る目標に関する基本的事項について定めたもの。

地域
振興部
健康

福祉部

総合
窓口課
健康

づくり課

雲 仙 市 国民 健 康
保険保健事業計画

（データヘルス計画）

平成27年度
～

平成29年度

診療報酬明細書や健診データ等の分析を行い、その結果から
見出された健康課題に対して、被保険者全体を対象とした事業
から特定の被保険者を対象とした重症化予防までを網羅した
保健事業を展開し、被保険者の健康増進を図るとともに、糖尿
病等の生活習慣病の発病予防・重症化予防を目指すもの。

地域
振興部
健康

福祉部

総合
窓口課
健康

づくり課

雲 仙 市 健 康 増 進
計画「健康うんぜ
ん21（第2次）」

平成25年度
～

平成34年度

市民一人ひとりが生涯にわたり自分らしくいきいきと生活がで
き、活力ある雲仙市の実現にむけ、健康づくりを意識し、個人
の健康観に基づき主体的に取り組めるよう健やかな子育てや
健康寿命を延伸し、生活の質を向上を目指すもの。

健康
福祉部

健康
づくり

課

雲仙市新型インフ
ルエンザ等の実施
に関する計画

平成27年度
～

「新型インフルエンザ対策措置法」に基づき政府行動計画を
踏まえ、新型インフルエンザ等感染症の発生の段階や状況の
変化に応じた対応ができるよう、対策の選択肢を示したもの。

健康
福祉部

健康
づくり

課

雲 仙 市 地 域 防 災
計画

平成28年度
～

災害対策基本法（昭和36年法律第223号）第42条の規定に
基づき、市民の生命、身体及び財産を災害から守り、市民生活
の安全・安心のまちづくりを推進するため、雲仙市の地域にか
かる防災対策の大綱を定めたもの。

市民
生活部

市民
安全課

第10次雲仙市交
通安全計画

平成28年度
～

平成32年度

交通安全対策基本法第26条の規定により、長崎県交通安全
計画に基づき策定。

市民
生活部

市民
安全課

雲 仙 市 国 民 保 護
計画

平成27年度
～

万が一、武力攻撃事態等に至った場合、市は、住民の生活、身
体及び財産を保護する責務にかんがみ、国民の保護のための
措置を的確かつ迅速に実施するため、市の責務を明らかにする
とともに、市の国民の保護に関する計画の趣旨、構成等につい
て定めたもの。

市民
生活部

市民
安全課

2
　
産
業
と
交
流

雲仙市農林水産業
振興計画

平成27年度
～

平成36年度

本市の農林水産業及び農山漁村を取り巻く環境は、社会的及
び経済的諸情勢の変化、農林水産物輸入の規制緩和、担い手
の不足や高齢化などにより、大きく変化している。このため、社
会経済情勢に対応した地域の農林水産業を確立し、健全な発
展を図るために、農林水産業振興に資する各種施策を計画的
に展開していくため策定するもの。

産業部 農林
水産課

農業経営基盤の強
化の促進に関する
基本構想

平成26年度
～

平成30年度

「農業経営基盤強化促進法」に基づき、農業経営の将来計画
並びに認定農業者及び認定新規就農者の経営指標、支援事
業等について示したもの。

産業部 農林
水産課
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参考資料

個別計画の名称 計画期間 計画の概要 部局名 担当課

2
　
産
業
と
交
流

雲仙農業振興地域
整備促進計画

平成25年度
～

総合的に農業の振興を図るべき地域を県が定め、その地域の農
業上の有効利用と発展の為に施策を計画的に推進するため、
農業振興地域「農用地（区域）」を、おおむね10年以上にわた
り、農用地等として利用すべき土地の区域（農用地区域）及び
その区域内にある土地の農業上の用途区分を定めたもの。

産業部 農林
水産課

雲 仙 市 森 林 整 備
計画

平成28年度
～

平成37年度

「森林法」に基づき、地域の森林・林業の特徴を踏まえた森林
整備の基本的な考え方やこれを踏まえたゾーニング、地域の実情
に即した森林整備を推進するための森林施業の標準的な方法及
び森林の保護等の規範、路網整備等の考え方等を定めたもの。

産業部 農林
水産課

雲仙市企業立地推
進方針

平成25年度
～

平成29年度

本市を取り巻く状況と国や県の動向を踏まえ、地場産業の育成と企
業誘致の推進による産業の振興と雇用の創出を推進し、その効果
が大きい製造業を中心とした、地域資源を活かした産業の立地を推
進するため、企業立地に関する本市独自の施策、目標を定めたもの。

産業部 商工
労政課

雲 仙 市 創 業 支 援
事業計画

平成27年度
～

平成30年度

本市においては、これまで各支援機関が個別に創業支援を行っ
てきたが、産業競争力強化法113条に基づき創業支援体制を
整え、創業者（創業希望者、創業後5年未満）に対して、窓口
相談、支援セミナー、相談会、専門家による個別指導等による
支援を行うための計画を策定し、関係機関と連携を図りながら
創業に対する取り組みの強化を進める。

産業部 商工
労政課

雲 仙 市産 業 振 興
促進計画

平成27年度
～

平成31年度

半島振興法の改正と平成27年度税制改正により国税に係る
租税特別措置や地方税の不均一課税に係る減収補填措置が
延長・拡充された。この措置の適用を受けるため計画を策定。

総務部 政策
企画課

3
　
社
会
基
盤
と
環
境

雲 仙 市 橋 梁 長 寿
命化修繕計画

平成21年度
～

平成30年度

本市が管理する橋梁の急速な高齢化に対応するため、従来の
対症療法的な修繕から予防保全的な修繕へ転換し、橋梁の長
寿命化並びに修繕費用の縮減を図り、戦略的な維持管理を行
うための計画。

建設部 道路
河川課

雲 仙 市 営 住 宅 長
寿命化計画

平成25年度
～

平成34年度

本市の市営住宅ストックの長寿命化を図り、ライフサイクルコ
ストの縮減に繋げていくため、市営住宅の予防保全的な改善
計画を示したもの。

建設部 建築課

雲 仙 市 耐 震 改 修
促進計画

平成20年度
～

平成27年度

耐震改修促進法に示される国の基本方針に基づく耐震化促進
のため、市内の住宅及び建築物の目標となる耐震化率を示し
たもの。

建設部 建築課

雲 仙 市 緑 の 基 本
計画

平成27年度
～

平成42年度

水面・水辺、農地、樹林地、公園・緑地、施設の庭・生垣などの「緑」
について、雲仙市の魅力ある緑の将来像を実現するための施策を
示し、緑地の適切な保全と緑化の推進を行うことを目的に策定。

建設部 監理課

雲仙市
水道ビジョン

平成21年度
～

平成30年度

雲仙市水道ビジョンは、今後10年間を見通した水道に関する重
点的な課題とその課題に対処するための具体的な施策及びそ
の方策、スケジュールなどを明らかにすることを目的に策定。

環境
水道部 水道課

雲 仙 市 水 道 基 本
計画

平成22年度
～

平成40年度

雲仙市水道ビジョン達成のための具体的対策をソフト・ハード
両面から検討し実施していくための基本計画を策定。

環境
水道部 水道課

雲 仙 市 下水 道 長
寿命化計画

（雲仙処理区）

平成29年度
～

平成34年度

下水道施設の機能停止は、市民生活や公共用水域の水環境に
甚大な影響を与えることとなる。その機能を維持し、安定した
公共サービスの提供に努め、事故の未然防止及びライフサイク
ルコストの最小化を図ることを目的に策定。

環境
水道部

下水道
課

雲 仙 市汚 水 処 理
構想

平成27年度
～

平成31年度

汚水処理施設の特性、経済性等を総合的に勘案し、社会情勢
の変化等に応じた効率的かつ適正な整備、運営管理手法を選定
した整備計画を立て、また早期概成（概ね10年概成）を目指した
アクションプランを作成。今後の整備計画の指針となるもの。

環境
水道部

下水道
課

雲仙市下水道事業
地方公営企業法適
用基本計画

平成28年度
～

平成31年度

雲仙市下水道事業の法適化に伴う課題及び検討事項等を整理
し、法適用後の財政収支の概算予測を行うなど円滑な移行を
目的とする骨格を定めたもの。

環境
水道部

下水道
課

雲 仙 市 環 境 基 本
計画

平成27年度
～

平成36年度

環境基本計画は雲仙市の良好な環境の保全と創造に向けた
環境行政の総合的な施策をとりまとめた計画。市民が抱く環境
の思いを大切にし、雲仙市が目指す環境像の実現に向けて、市
民、事業者、市が協力し合って取り組んでいく具体的な目標や
取り組みを示したもの。

環境
水道部

環境
政策課
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個別計画の名称 計画期間 計画の概要 部局名 担当課

3
　
社
会
基
盤
と
環
境

雲 仙 市 地 球 温 暖
化 対 策 実 行 計 画
（区域施策編）

平成27年度
～

平成36年度

温室効果ガス排出量削減目標を定め、その達成に向け雲仙市
の特性を活かした削減対策に市民、事業者、市が協力し合って
取り組んでいくために具体的な目標や取り組みを示したもの。

環境
水道部

環境
政策課

雲 仙 市一 般 廃 棄
物処理基本計画

平成21年度
～

平成29年度

「循環型社会」の形成に向け、廃棄物行政に係る様々な問題
について、総合的な見地から検討を行い、市民・事業者・行政
が一体となったごみの更なる減量・資源化、適正処理・処分を
推進するとともに、生活排水の適正な処理と水質汚濁の防止
を図ることを目的に策定。

環境
水道部

環境
政策課

4
　
人
財
と
郷
土

雲 仙 市 教 育 振 興
基本計画

平成28年度
～

平成32年度

雲仙市の教育の基本理念である「明日を担う人づくりと誇りあ
るふるさとづくり」を継承するとともに、その更なる充実と発展
に向けて、改めて現状を分析し、計画的で効果的な施策や事業
展開を図っていくために策定。

教育
委員会
事務局

総務課

雲 仙 市 読 書活 動
推進計画

平成28年度
～

平成32年度

乳幼児から大人まで、すべての市民が自ら学び、自ら考える力を
つけ、豊かな人生を送るために必要不可欠な読書活動を、総合
的、計画的に推進するための指針を示したもの。

教育
委員会
事務局

生涯
学習課

雲 仙 市 神 代 小 路
伝 統 的 建 造 物 群
保存地区保存計画

平成17年度
～

神代小路伝統的建造物群保存地区の保存・整備により魅力
ある美しいまちづくりを実現するための方針、計画を定めた
もの。

教育
委員会
事務局

生涯
学習課

重要文化財（建造
物）旧鍋島家住宅
保存活用計画

平成27年度
～

重要文化財旧鍋島家住宅の保存と活用についての方針を定め
たもの。

教育
委員会
事務局

生涯
学習課

雲 仙 市 神 代 小 路
伝 統 的 建 造 物 群
保存地区防災計画

平成29年度
～

神代小路伝統的建造物群保存地区における防災上の特性の
把握、居住者の防災上の課題について、ハード、ソフト面から
の整備を行い文化財の保護と防災に強いまちづくりを行うため
の計画を定めたもの。

教育
委員会
事務局

生涯
学習課

5
　
協
働
と
戦
略

第2次雲仙市男女
共同参画計画

平成25年度
～

平成29年度

「男女共同参画社会基本法」に基づき、男女共同参画の推進
に関する施策の総合的かつ計画的な推進方策を示したもの。
前計画同様、基本理念及び3つの基本目標を引き続き掲げ、各
種施策を展開する。

総務部 政策
企画課

雲仙市過疎地域自
立促進計画

平成28年度
～

平成32年度

過疎地域自立促進特別措置法に基づき、本市の自立促進方針
を示し、各種施策を総合的かつ計画的に推進するものとし、真
に豊かで魅力あるまちづくりと活力あるいきいきとした市民生
活の実現を目指すもの。

総務部 政策
企画課

第3次雲仙市行政
改革大綱

平成28年度
～

平成32年度

今後の行政課題や多様化・高度化する市民ニーズへの対応に
ついて、限られた財源や人員で、効果的・効率的かつ迅速な対
応を行うことができるよう、重点項目を定めて行政改革の推進
を図る。

総務部 人事課

第3次雲仙市行政
改革　実施計画

平成28年度
～

平成32年度

第3次雲仙市行政改革大綱に基づき行政改革の推進を図る上
で、具体的な個別計画項目を定め、各項目の実施を目指し、取
り組むための計画。

総務部 人事課

第2次雲仙市定員
適正化計画

平成28年度
～

平成32年度

行政改革大綱における重点項目の一つである「職員の定員管
理及び給与の適正化等」について、個別具体的な計画としたも
ので、職員の定員管理の適正化を図るための計画。

総務部 人事課

雲仙市人材育成基
本方針

平成20年
3月～

まちづくりを推進し、市民サービスの向上を図るために必要な
雲仙市役所職員の人材育成に関する基本方針を定めたもの。 総務部 人事課

雲仙市中期財政計
画（第3期）

平成29年度
～

平成33年度

合併特例（交付税の算定替え）期間の終了時の地方交付税の
大幅な減額を見据え、将来の適正な財政運営を目的に、長期
的な財政収支を推測するとともに、平成29年度～33年度（5カ
年）までの中期的な財政運営の指針として策定。

総務部 財政課

雲仙市公共施設等
総合管理計画

平成29年度
～

平成48年度

本市が保有する公共施設やインフラ施設について、現状を統括
的に整理・分析し、将来推計人口、住民ニーズ、費用対効果、
将来にわたる維持管理、更新といった経費を見込み、本市の実
情に適した施設のあり方について基本方針等をまとめたもの。

総務部 財産
管理課

180



編集・発行／雲仙市 総務部政策企画課
〒859－1107　長崎県雲仙市吾妻町牛口名714 番地
TEL 0957－38－3111　FAX 0957－38－3514
ホームページ ht tp://www.city.unzen .nagasaki . jp/

第
２
次

雲
仙
市
総
合
計
画

20

20

基
本
構
想

20

20

前
期
基
本
計
画

市の木
ヤマボウシ（山法師）
ヤマボウシは、雲仙の広い範囲に分布し
ており、梅雨のころには、新緑の山に白
い十字架型の花を咲かせ、秋には紅葉し
て赤い実をつけます。雲仙の自然環境を
表す木として、市民に親しまれています。

市の花
ミヤマキリシマ（雲仙ツツジ）
ミヤマキリシマは、「雲仙ツツジ」とも呼
ばれる雲仙市を象徴する花であり、池の
原の群落は、国の天然記念物として指定
されています。また、江戸時代から採取
禁止の立て札を立てて大切に保護され
ており、市民に親しまれています。


